
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（略称ＳＰＨ）」 

事業が３年目を迎えました。これは、社会の変化や産業の動向等に対応し、高度な知識・技能を身に

つけた、社会の第一線で活躍できる専門的職業人を育成するためのプログラムの最終段階となります。

本校が推進する研究テーマは、 

 

「農業を中核に商業・工業と融合した産業を創り『地域資源を活かし売れる商品をつくるテクノアグリ』人材の育成」 

です。農業科にとどまらず、工業科・商業科に広がった「若狭東版ＳＰＨ活動」は、その研究の幅広

さから、全国の実践校の中でも注目されています。昨年度の先輩たちの足跡を振り返ってみると…。 

 
 

地域創造科

では、コウ

ギクの栽培技術を地域に広めています。栽培したコウギク

を利用して開発した新商品「コウギクあんぱん」は販売初

日に３０４個を売り上げました。 
 
 

生活創造科では、薬用植物であ

るコウギクとハトムギを使用し

た薬膳料理を考案し、薬膳料理を提供する小浜市内の飲食店で 薬膳ランチ

として提供しました。昨年度はさらに工夫を加え、それぞれの季節にあわせ

た「旬の素材」を意識したメニューになっています。 
 
 

最先端の農業技術である「植物工場」の研究は、農業

科・工業科がそれぞれの専門性を活かした取り組みに

進化しました。地域創造科では屋外での太陽光・人工

光併用型植物工場でのトマトの栽培実験、電気・機械

科では手作りのＬＥＤ光源を用いた栽培装置を製作し

て波長の違いによる生育実験に取り組んでいます。 

 

             地域特産物の振興をテーマに、 

            葛を利用した新商品の開発に取 

り組んでいます。昨年度発表し 

た「葛クッキーシュー」は４時 

間でなんと５００個の売り上げに！ 

 

若狭東高校 
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